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緑の地球新聞

尾
瀬
の
現
状
と
取
り
巻
く
課
題

（
２
０
２
６
年
度
版
）�

尾
瀬
を
守
る
会

は
じ
め
に

【
１
．
尾
瀬
っ
て
ど
こ
？
】

「
尾
瀬
は
知
っ
て
る
よ
！
」
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
名
前
は
知
っ
て
い

る
が
訪
れ
た
こ
と
は
な
い
方
な
ど
、
様
々

と
思
い
ま
す
。
尾
瀬
は
国
立
公
園
の
一
つ

で
す
。
福
島
、
群
馬
、
新
潟
、
栃
木
の
４

県
境
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
都
市
部
在
住

の
方
か
ら
見
れ
ば
山
奥
と
い
え
ま
す
。
多

く
は
マ
イ
カ
ー
、
高
速
バ
ス
、
上
越
線
と

　
「
尾
瀬
を
守
る
会
」
は
、
尾
瀬
の
自
然
を
次
世
代
に
残
す
こ
と
を
目
指
し
、
尾
瀬
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。
よ
く
聞
か
れ
る
ご
質
問
や
尾
瀬
を
取
り
巻
く

最
近
の
課
題
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

路
線
バ
ス
な
ど
を
使
い
入
り
ま
す
。
起
点

に
よ
っ
て
距
離
は
変
わ
り
ま
す
が
、
東
京

か
ら
群
馬
県
側
の
鳩
待
峠
ま
で
は
、
約
２

３
０
㎞
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

【
２
．
尾
瀬
の
持
ち
主（
地
主
）は
だ
れ
？
】

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
制
度
は
、
国
が

そ
の
土
地
を
買
上
げ
、国
有
地
と
す
る「
営

造
制
度
」
で
す
。
日
本
の
国
立
公
園
は
、

そ
の
土
地
を
買
い
上
げ
る
こ
と
な
く
国
が

地
域
を
指
定
す
る
（
安
上
が
り
に
で
き
る

た
め
）「
地
域
制
国
立
公
園
」
を
制
度
と

し
ま
し
た
。
よ
っ
て
国
内
の
国
立
公
園

（
35
か
所
）
は
、
国
有
地
が
多
い
公
園
も

あ
れ
ば
、
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
よ
う
に

96
％
が
民
有
地
と
い
う
国
立
公
園
も
あ
り

ま
す
。
全
国
の
国
立
公
園
内
の
私
有
地
割

合
は
平
均
60
％
で
す
。

尾
瀬
は
国
有
地
が
約
半
分
で
、
残
り
半

分
は
、
企
業
に
よ
る
民
有
地
で
す
。（
国

有
地
約
55
％
／
民
有
地
約
45
％
）
尾
瀬
の

民
有
地
は
東
京
電
力
の
持
ち
物
で
、
群
馬

側
の
尾
瀬
ヶ
原
、
至
仏
山
、
景
鶴
山
も
含

め
ほ
ぼ
す
べ
て
が
、
東
京
電
力
の
社
有
地

で
す
。
別
に
東
電
さ
ん
が
環
境
保
全
に
熱

心
で
あ
っ
た
た
め
尾
瀬
の
自
然
が
残
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
尾
瀬
ヶ
原
の
湿
原
を
す

べ
て
ダ
ム
の
底
に
し
た
「
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ー

ル
ド
型
」
の
水
力
発
電
を
つ
く
る
目
的
で

し
た
が
、工
事
そ
の
も
の
が
中
止
と
な
り
、

ダ
ム
建
設
工
事
予
定
の
土
地
が
そ
の
ま
ま

残
っ
た
も
の
で
す
。

【
３
．
尾
瀬
を
守
る
会
の
自
己
紹
介
】

尾
瀬
国
立
公
園
の
環
境
保
全
は
、「
公

益
財
団
法
人
緑
の
地
球
防
衛
基
金
」
の
活

動
の
原
点
で
す
。
緑
の
地
球
防
衛
基
金
は

「
尾
瀬
を
守
る
会
」
の
事
務
局
を
務
め
、

（写真１）�水芭蕉が咲き誇る尾瀬ヶ原。残雪期
のお出迎えは､ 早春の山野草

（写真２）�息をのむ燧ヶ岳の美しさ。しかし尾
瀬沼の水質は激変

福島､ 群馬､ 新潟､ 栃木４県境
に立地する尾瀬国立公園
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加
盟
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
尾
瀬
自
然
保
護

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
全
国
山
林
保
護
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
と
と
も
に
、
尾
瀬
の
自
然
を

守
り
、
後
世
へ
尾
瀬
を
残
す
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
か
つ
て
（
財
）
緑
の
地
球
防

衛
基
金
の
会
長
と
な
っ
た
大
石
武
一
元
環

境
庁
長
官
は
、
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年

に
当
基
金
内
に
「
尾
瀬
を
守
る
懇
話
会
」

事
務
局
を
設
置
。
１
９
８
８
（
昭
和
63
）

年
５
月
に
『
尾
瀬
を
守
る
た
め
の
提
言
』

を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
提
言
の
一
つ
で
あ
る
「
尾
瀬

保
護
財
団
」
の
設
立
も
実
現
し
、
尾
瀬
の

自
然
を
保
護
す
る
基
盤
が
整
い
、
こ
れ
を

機
に
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
に
「
尾
瀬

を
守
る
懇
話
会
」
は
解
散
し
、名
称
を
「
尾

瀬
を
守
る
会
」
に
変
更
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

尾
瀬
の
現
状
と
取
り
巻
く
課
題

【
１
．
尾
瀬
の
高
温
化　

尾
瀬
沸
騰
】

温
暖
化
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
多
々

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
標
高
の
高
い
尾

瀬
で
も
、近
年
高
温
化
が
続
い
て
い
ま
す
。

尾
瀬
の
気
温
観
測
の
歴
史
は
実
質
１
９

７
０
年
代
か
ら
で
す
が
、
２
０
１
７
年
以

降
尾
瀬
の
夏
季
気
温
は
激
変
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
７
年
以
前
は
、
最
高
気
温
が

30
℃
を
越
え
る
真
夏
日
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

し
か
し
２
０
２
５
年
に
は
、夏
日
79
日
間
、

真
夏
日
26
日
間
と
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。

尾
瀬
に
生
息
す
る
植
物
に
は
、
氷
河
期

に
北
方
や
大
陸
か
ら
渡
っ
て
き
た
も
の

や
、
氷
河
期
を
乗
り
越
え
て
棲
息
し
て
い

る
植
物
相
が
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。
化

石
燃
料
の
大
量
消
費
に
起
因
す
る
「
地
球

沸
騰
」
の
影
響
が
現
実
化
し
て
い
ま
す
。

【
２
．
尾
瀬
の
少
雪
化
】

降
雪
や
積
雪
は
、
土
壌
水
分
の
備
蓄
に

繋
が
り
、
と
り
わ
け
森
林
や
農
業
、
ダ
ム

湖
（
渇
水
対
策
）
に
必
要
で
す
。
ま
た
森

林
の
土
壌
が
水
分
を
貯
留
し
、
河
川
へ
流

れ
込
む
水
の
量
を
平
準
化
す
る
こ
と
で
、

洪
水
の
緩
和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に

尾
瀬
の
水
源
涵
養
保
安
林
は
、
私
た
ち
の

飲
用
、
生
活
水
確
保
に
多

大
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す

が
、
降
雪
量
は
大
幅
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

【
３
．
改
善
し
な
い
尾
瀬

沼
の
水
質
】

山
紫
水
明
の
地
で
あ

る
尾
瀬
沼
は
、
標
高
１
，

６
６
０
ｍ
の
亜
高
山
帯
に

あ
り
、
河
川
の
水
源
に
も
な
る
透
明
度
、

水
質
と
も
に
申
し
分
の
な
い
湖
沼
で
し

た
。１

９
７
０
（
昭
和
45
）
年
の
尾
瀬
沼
の

Ｃ
Ｏ
Ｄ
値
は
２
・
２
㎎
／
ℓ
で
し
た
。
尾

瀬
沼
の
環
境
基
準
の
上
限
は
３
・
０
㎎
／

ℓ
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
値
は
基
準
内
に
収

ま
っ
て
い
ま
し
た
。（
＊
湖
沼
の
水
質
検

査
は
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
酸
素
消
費
量
）
㎎
／
ℓ

75
％
値
の
調
査
で
す
。
加
え
て
大
腸
菌
、

リ
ン
、
窒
素
な
ど
も
測
定
し
ま
す
。）

し
か
し
、
観
光
客
の
し
尿
や
山
小
屋
に

よ
る
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
も
あ
り
、
１

９
９
７
（
平
成
９
）
年
に
は
、
４
・
１
㎎

／
ℓ
に
、
ま
た
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

に
は
５
・
６
㎎
／
ℓ
に
と
、
過
去
最
悪
の

数
値
に
な
り
ま
し
た
。

水
質
調
査
を
毎
年
実
施
す
る
県
の
研
究

所
に
聞
き
ま
す
と
、
こ
の
数
値
が
１
・
０

動
く
と
、
生
息
し
て
い
る
動
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
は
死
滅
や
異
常
繁
殖
と
い
う
生
態

系
の
大
攪
乱
が
起
こ
る
そ
う
で
す
。

尾
瀬
沼
の
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
の

Ｃ
Ｏ
Ｄ
値
は
４
・
４
㎎
／
ℓ
と
、
最
悪
期

か
ら
わ
ず
か
に
改
善
し
ま
し
た
が
、
こ
の

数
値
は
、全
国
１
９
３
湖
沼
中
１
５
０
位
。

下
か
ら
44
番
目
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
４
．
自
然
保
護
か
ら
利
用
に
舵
を
き
っ

た
日
本
政
府
】

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
を
目
的
と
し
た
環

境
省
に
よ
る
自
然
公
園
法
の
改
正
に
よ

り
、
保
護
地
に
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
進
出
を

許
す
な
ど
自
然
保
護
規
定
は
大
幅
に
後
退

し
ま
し
た
。
全
国
35
国
立
公
園
へ
の
高
級

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
誘
致
は
、
既
に
工
事

や
営
業
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
環
境

省
は
本
年
３
月
、
国
立
公
園
の
外
国
人
誘

致
の
数
値
目
標
を
１
，
０
０
０
万
人
か
ら

１
，４
０
０
万
人
に
上
方
修
正
し
ま
し
た
。

尾
瀬
の
主
要
な
入
山
口
で
あ
る
鳩
待
峠

で
も
、
立
派
な
ホ
テ
ル
が
新
築
さ
れ
、
営

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

自
然
の
生
態
系
に
負
の
変
化
が
蓄
積
す

る
こ
と
で
、
あ
る
時
点
（
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
）を
境
に
自
己
加
速
的
に
な
り
、

年 夏日
25℃以上

真夏日
30℃以上

最高気温
（度）

最高
気温日

2000年 30 0 29.3 8/1
2001年 31 0 29.1 7/5
2002年 22 0 27.8 8/8
2003年 17 0 27.1 8/4
2004年 27 0 29.4 4/22
2005年 12 0 27.1 8/5
2006年 13 0 27.1 9/10
2007年 13 0 28.8 8/14
2008年 14 0 27.9 8/7
2009年 6 0 26.1 7/15
2010年 31 0 27.8 8/5
2011年 37 0 29.2 7/16
2012年 33 0 29.1 7/28
2013年 18 0 28.3 8/15
2014年 23 0 28.7 7/31
2015年 25 0 29.1 8/1
2016年 19 0 27.4 8/21
2017年 38 4 32.1 8/6
2018年 52 16 33.2 7/15
2019年 39 7 31.3 8/2
2020年 46 6 33.2 8/20
2021年 50 4 32.1 7/21
2022年 50 4 32.2 8/1
2023年 68 14 32.7 7/27
2024年 57 10 34.2 7/23
2025年 79 26 32.5 8/5

（表）2000 年以降の夏日／真夏日（表）�2026 年、観測開始以降�
最少の降雪量を記録

（写真３）�自然保護発祥の地にもかかわらず、
リゾートホテルが進出
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結
果
と
し
て
大
規
模
で
、
急
激
で
し
か
も

場
合
に
よ
っ
て
は
不
可
逆
的
な
変
化
が
生

じ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

前
述
し
た
他
に
も
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

の
処
理
問
題
、
シ
カ
の
増
加
に
よ
る
被
害

な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

課
題
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
尾
瀬
の
自
然

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
８
～
９
月
に
か
け
て
、
国

際
機
関
等
が
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
様
々

な
報
告
を
公
表
し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

１　

�

世
界
の
平
均
気
温
、
２
０
２
６

年
８
月
に
観
測
史
上
最
高
を

記
録

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
気
象
機
関
「
コ

ペ
ル
ニ
ク
ス
気
候
変
動
サ
ー
ビ
ス
」
が
、

２
０
２
６
年
８
月
の
世
界
の
平
均
気
温
が

16
・
96
度
と
な
り
、
２
０
２
０
年
７
月
と

並
ん
で
観
測
史
上
最
高
値
を
記
録
し
た
と

発
表
し
ま
し
た
。

発
表
に
よ
る
と
、
熱
波
に
よ
る
猛
暑
が

続
い
た
８
月
の
平
均
気
温
は
、
産
業
革
命

前
（
１
８
５
０
～
１
９
０
０
年
）
の
年
平

均
よ
り
も
１
・
65
度
高
か
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
高
温
に
よ
る
乾
燥
が
世
界

中
で
広
が
っ
て
お
り
、
大
規
模
な
山
火
事

の
発
生
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
警
告

し
て
い
ま
す
。

２　

�

世
界
の
海
面
水
温
、
８
月
22

日
に
観
測
史
上
最
高
の
21
・

1
度
を
記
録

同
じ
く
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
気
候
変
動

サ
ー
ビ
ス
」
が
、
２
０
２
６
年
８
月
22
日

の
海
面
の
平
均
水
温
が
21
・
１
度
に
達
し
、

観
測
史
上
最
高
を
記
録
し
た
と
発
表
し
ま

し
た
。

海
水
の
温
度
上
昇
は
、
結
果
と
し
て
異

常
気
象
の
激
化
、
海
面
上
昇
、
海
洋
生
物

へ
の
被
害
な
ど
、
広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
海
面
水
温
は
、
南
半
球
の
夏
が

終
わ
る
３
～
４
月
頃
に
、
例
年
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
８
月

に
最
高
記
録
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
世
界

の
海
が
長
期
的
か
つ
異
例
の
高
温
状
態
に

あ
る
と
、
専
門
家
は
警
告
し
て
い
ま
す
。

３　

�

２
０
２
５
年
の
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
、
前
年
比
1.1
％
増
と

史
上
最
高
を
記
録

英
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
は
、
２
０
２

６
年
８
月
に
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門

の
２
０
２
５
年
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
、
前

年
比
1.1
％
増
と
な
っ
た
こ
と
を
、
報
告
書

に
お
い
て
公
表
し
ま
し
た
。

世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
２
０
２
２
年
、

２
０
２
３
年
、
２
０
２
４
年
に
過
去
最
高

を
更
新
し
て
き
た
の
で
す
が
、
ま
た
し
て

も
過
去
最
高
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

本
報
告
書
に
は
次
の
よ
う
な
点
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す｡

⑴
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
増
加
分
の
約
３

分
の
１
が
米
国
に
よ
る
も
の
で
、
米
国

の
電
力
会
社
が
石
炭
へ
の
回
帰
を
進

め
た
こ
と
が
背
景
。

⑵
米
国
の
石
炭
消
費
量
は
前
年
比
10
％
増

加
し
、
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
燃
料
へ
の
移

行
の
流
れ
が
逆
転
し
、
排
出
量
全
体
を

押
し
上
げ
る
要
因
と
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

　

＊
ト
ラ
ン
プ
政
権（
米
国
環
境
保
護
局
）

は
、
本
年
９
月
14
日
、
石
炭
な
ど
を
使

う
火
力
発
電
所
に
従
来
課
し
て
き
た

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
規
制
の
大
部

分
を
撤
廃
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

�　

世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
、
さ
ら
に

増
加
し
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

４　

�

産
業
革
命
前
か
ら
の
気
温
上

昇
が
、
今
後
数
年
で
1.5
度
を

上
回
る
見
込
み

国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
は
、
地

球
温
暖
化
に
よ
り
、
今
後
数
年
以
内
に
産

業
革
命
前
か
ら
の
気
温
上
昇
が
1.5
度
を
上

回
る
見
込
み
だ
と
す
る
報
告
書
を
、
９
月

２
日
に
発
表
し
ま
し
た
、

報
告
書
は
、
現
行
の
政
策
の
ま
ま
で
は

世
界
の
平
均
気
温
は
、
２
１
０
０
年
ま
で

に
約
2.6
度
上
昇
す
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
」
加

盟
国
が
パ
リ
協
定
で
義
務
付
け
ら
れ
た
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目
標（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）

を
達
成
し
、
21
世
紀
半
ば
頃
に
世
界
の
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
し
て
も
、
世
界
の
平
均
気
温
は
約
1.8
度

上
昇
す
る
と
の
推
計
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
な
ど
、

「
今
後
10
年
以
内
に
迅
速
か
つ
持
続
的
な

（写真５）�木道の雪が消えるとともに、周辺
のブナ林や湿原は芽吹きの季節を
迎えます

（写真４）�5 ～ 6 月期の湿原は、お花畑に変
身します。色鮮やかな花々で満ち
溢れます

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
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（4）緑の地球新聞　第174号2026年10月5日発行

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
６
月
16
日
〜
９
月
15
日
敬
称
略
）

伊
藤
朋
子
、
梶
田
良
子
、
川
上
洋
一
、
帰

城
達
矢
、
孝
田
荘
屋
、
小
林
茜
音
、
小
林

明
子
、
榊
原
静
香
、
櫻
田
重
美
、
笹
川
渉
、

佐
藤
雅
樹
、渋
川
文
隆
、関
口
マ
ケ
ラ
幸
、

竹
村
カ
ズ
イ
、
中
野
寿
人
、
増
田
泰
成
、

屋
鋪
一
樹
、
吉
川
友
朗
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
６
月
16
日
〜
９
月
15
日
敬
称
略
）

ア
サ
ヒ
交
通
㈱
、
Ｕ
ｍ
ｉ
ｏ
ｓ
㈱
、
㈱
エ

ヌ
エ
ー
シ
ー
、
㈱
Ｎ
Ｓ
Ｄ
、
大
牟
田
医
師

会
看
護
専
門
学
校
、
㈱
甲
斐
建
設
、
柏
市

国
際
交
流
協
会
、㈱
神
奈
川
保
健
事
業
社
、

㈱
川
崎
製
作
所
、
共
和
食
品
㈱
、
桑
田
中

央
病
院
、
三
洋
テ
ク
ノ
マ
リ
ン
㈱
、
新
光

電
気
工
業
㈱
、
積
水
ハ
ウ
ス
シ
ャ
ー
メ
ゾ

ン
Ｐ
Ｍ
中
部
㈱
、
大
成
有
楽
不
動
産
㈱
名

古
屋
支
店
、
タ
チ
バ
ナ
工
業
㈱
、
東
京
管

理
サ
ー
ビ
ス
㈱
、東
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
、

豊
田
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
、
日
本

郵
便
㈱
市
川
大
洲
郵
便
局
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
ホ
ー
ム
ズ
労
働
組
合
、
日
立
建
機
日
本

労
働
組
合
、
日
立
建
機
労
働
組
合
本
社
支

部
、
ホ
ー
プ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

寄
付
協
力
者

（
６
月
16
日
〜
９
月
15
日
敬
称
略
）

荒
井
俊
行
、
㈱
Ｅ
Ｃ
Ｃ
、
遠
藤
清
、
黒
澤

一
雅
、
佐
藤
将
治
、
幅
田
博
樹
、
三
井
住

友
カ
ー
ド
㈱
、
森
口
修

（お知らせ）（お知らせ）「地球にやさしいカード」助成事業「地球にやさしいカード」助成事業
第18回研究・活動報告会の開催第18回研究・活動報告会の開催

　2026 年 11 月６日（金）に標記の報告会を開催します。
　様々な環境問題に取り組む助成団体のうち、本年は下記
記載２団体から日頃の活動状況が報告されます。
　入場無料です。多くの皆様に日頃の活動状況をお聴きい
ただければと願っています。こぞってご出席お願いします。

1．主　催　公益財団法人 緑の地球防衛基金

2．日　時　2026 年 11 月 6 日（金）14：00 ～ 16：00

3．場　所　�馬事畜産会館２階会議室
〒 104-0033　東京都中央区新川 2-6-16
（地下鉄東西線・日比谷線�
「茅場町駅」徒歩 5分

JR京葉線・地下鉄日比谷線�
「八丁堀駅」徒歩 5分）

都営バス　東京駅八重洲口発深川車庫前�
または東京ビッグサイト行きバス停「新川」
下車徒歩 2分

4．研究・活動報告

（１）「ブラジル・アマゾンにおける消火消防事業」
� NPO法人　熱帯森林保護団体 

（２）「トンボの種の保全と自然環境を守る」
� NPO法人　桶ケ谷沼を考える会

参加ご希望の方は、当基金にご連絡ください。

電話（03-3297-5505）、ＦＡＸ（03-3297-5507）、

Email（defense@green.email.ne.jp）。 締切りは 11 月４日。

措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
」
と
、
強
調

し
て
い
ま
す
。─ 

〇 

─

２
０
２
６
年
夏
、
ネ
パ
ー
ル
と
中
国
国

境
付
近
で
巨
大
氷
河
が
崩
壊
し
、
千
人
を

超
え
る
方
が
亡
く
な
る
大
災
害
が
起
こ
り

ま
し
た
。
日
本
国
内
で
も
異
常
気
象
に
よ

り
災
害
級
の
大
水
害
が
各
地
で
頻
発
し
た

ほ
か
、
世
界
中
で
熱
波
や
大
規
模
な
山
林

火
災
が
発
生
す
る
な
ど
、
気
温
や
海
水
温

上
昇
等
に
伴
う
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
は

他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
表
さ
れ
た
数
値
等
か
ら
は
、
ま
だ
明

る
い
未
来
を
見
い
だ
せ
ま
せ
ん
が
、
地
球

使用済み切手等売上表
（6月16日～9月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済み切手 143,560 円

未使用／書き損じハガキ 12,470 円

外国コイン＆紙幣 4,480 円

合　　　　　計 160,510 円

温
暖
化
を
抑
制
す
る
取
組
が
着
実
に
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
を
強
く
期
待
し
ま
す
。

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

事務局からのお願い
　全国の皆さま、いつも使用済み切
手などをお送り下さりありがとうご
ざいます。
　当基金では、皆さまからお送りい
ただいた「未使用／使用済み切手」
「未使用／書き損じハガキ」「外国コ
イン＆紙幣」の売上金を植林活動等
に役立てています。
　引き続き、ご協力の程お願いいた
します。
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